
● 申し込み・会場についてのお問い合わせ：
　　　JST中国総合研究交流センター　Tel: 03-5214-7556 / E-mail: crcc@jst.go.jp

● シンポジウムの内容に関するお問い合わせ：
　　　小嶋 華津子　E-mail: k.kojima@law.keio.ac.jp

●サイエンスポータルチャイナウェブサイト
　
●シンポジウム専用サイト
　

● 下記いずれかのウェブサイトより、11月25日までにお申し込みください。

日　時  …  2014年11月30日（日）13：00～18：00（12：30開場）
会　場  …  科学技術振興機構-東京本部別館１Fホール(市ヶ谷駅徒歩4分)
主　催  … 「和解学」シンポジウム実行委員会
共　催  …  独立行政法人科学技術振興機構中国総合研究交流センター
助　成  …  国際交流基金・トヨタ財団・東華教育文化交流財団・東洋文庫現代中国研究班
協　力  …  早稲田大学現代政治経済研究所
言　語  …  日本語・英語・中国語（同時通訳あり）言　語  …  日本語・英語・中国語（同時通訳あり）
　　　　　 ※当日受付にて、ご希望の方にレシーバーを貸出しいたします（有料1000円）
定　員  …  200名（先着順）

　今日、世界ではナショナリズムに基づく摩擦や紛争が激しさを増しています。独裁的な政権の下で抑え込まれていた過去の「敵」
に対する民族・国民の憎しみや怒りが、自由化にともなって噴出しているのでしょうか。ヒト・モノ・カネ・情報・価値観のボーダー
レスな移動の飛躍的増大に対する保護主義的な動きが、ナショナリズムの外衣をまとい、摩擦・紛争を引き起こしているのでしょうか。
パワーの拡大に邁進する国家が、国民の支持をとりつけるべくナショナリズムを鼓舞しているのでしょうか。脆弱な政権が、政治的
凝集力を高めるために、経済的・政治的閉塞感の捌け口としてナショナリズムの抗し難い魔力に屈しているのでしょうか。
　ナショナリズムに基づく摩擦や紛争を克服するのは容易なことではありません。国家関係のみならず社会や個人のレベル
をも含んだ「和解(reconciliation)」のプロセスを構想する必要があります。をも含んだ「和解(reconciliation)」のプロセスを構想する必要があります。
　本和解学シンポジウムは、「和解学シンポジウム実行委員会」が、独立行政法人科学技術新興機構とともに主催するものです。
本年三月に行った「現代日中関係の源流をさぐる――再検証1970年代――」シンポジウムに続く二回目の試みです。今回は、
国際政治学、政治社会学、政治心理学、歴史学などで蓄積されてきた「和解学」の成果を共有するとともに、広い視野から、
国境を超えて、日中の「和解」のあり方を検討したいと思います。ぜひ、ご参集下さい。

2014年11月30日（日）JST東京本部別館１Fホール
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